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研究成果の概要（和文）：本研究では、デジタル化した古代モンゴル文字文書の固有表現の抽出方法を提案し
た。歴史的文書の分析に必要な時間と手間の軽減を目的とし、個人名や地名の固有表現を、サポートベクタマシ
ンを用い抽出した。抽出した固有名詞やその他情報を用い、伝統的モンゴル文字古文書のデジタル版を作った。
抽出された固有名詞、解説や字訳は、TEIガイドラインに基づきエンコードを行った。これを基に、デジタル・
ヒューマニティーズ研究用Webベースプロトタイプシステムを開発した。本システムでは、伝統的モンゴル文字
の原文テキストやそのラテン文字訳を表示・検索可能であり、更にハイライトされた固有表現や原文のスキャン
画像を表示可能である。

研究成果の概要（英文）：In this research, we proposed a named entity extraction method for digitized
 ancient Mongolian documents. Named entities such as personal names and place names were extracted 
by employing Support Vector Machine that aims to reduce the labor-intensive analysis on historical 
text. Using the extracted results, we built a digital edition of a Mongolian historical manuscript 
written in traditional Mongolian script. The Text Encoding Initiative guidelines was adopted to 
encode the named entities, commentaries and transliterations. A web-based prototype was developed 
for digital humanities scholarship. The proposed prototype can display and search traditional 
Mongolian text and its transliteration in Latin letters along with the highlighted named entities 
and the scanned images of the source manuscript. We believe the proposed system will have a social 
significance for digging the hidden knowledge from ancient Mongolian historical documents that is 
not available in modern Mongolian documents.

研究分野： Digital Humanities

キーワード： historical documents　traditional Mongolian　name entity extraction　digital library　machine
 learning
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１．研究開始当初の背景
人文系では、いくつかの歴史書類を分析

し、知識を得られるのは重要なことである。
人文系研究者らより膨大なテキストを短時
間で早急にテキスト分析できることが高く
要求されている。
ンピュータは早急に操作できるので適して
いる。
析でき
ル版の存在は人文系研究者らのもう一つの
要求である。
写され、修正され
かなりの変更が生じ
明をつける。
タル版に含むのは困難である。
   近日中、モンゴル文字で書かれた少数の
歴史書類はデジタル化され、公開された。
しかし、これらの古代モンゴル文字書類に
対応できる自然言語処理のツールが存在し
ないため上記書類の分析が未だにできてな
い。そのため、コンピュータを用いた分析
手法が必要である。
可能なテキストマイニング
要とされる。
２．研究の目的
   本研究では、
ンゴル文字書類から
って情報抽出
分析に必要な時間と手間を軽減することを
目的とし、
テキストマイニング
る。抽出された固有名詞、解説および字訳
は、TEI
ドを行う。
   これを基に、デジタル・ヒューマニティ
ーズ研究のための
プシステムを開発する。
有表現を可視化できる機能、
ド化テキストおよび原文のスキャン画像
歴史書類のデジタル化を研究対象にしてい
る学者
３．研究の方法
   本研究では、
のデジタル化された古代モンゴルの歴史書
類の情報抽出する方法を提案するため以下
のことが必要とされる。
a) 訓練データ、テストデータ

言語資源
リル文字辞書を作成

b) a の資源を使用し、
TEI

c) 歴史的人物
トや
ムの開発

   図１では、提案する方法のメインステッ
プおよび構造を示す

まず
文字およびキリル文字
ーパス
資源が作成される。古代および現代二言語
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